
主 な 補 正 項 目

(単位:千円)

新
事 業 名 予 算 額 説 明 所 管 課

規

障害者自立支援特別対 114,594 ○基金事業の最終年度に当たり、補助申請 健康福祉部

策事業（基金事業） の増減や新メニューへの取組に対応 [障害者福祉課]

〔主な事業〕

・障害者自立支援基盤整備事業

138,049千円

・事業者コスト対策事業 ▲36,045千円

・相談支援充実・強化事業（新メニュー）

11,664千円

・地域における施設の拠点機能に着目し

た事業者支援事業（新メニュー）

10,500千円

医療機関の機能充実 300,000 ○新病院建設（Ｈ18～24）を行っている松 健康福祉部

江赤十字病院に対する支援策として建設 [医療対策課]

資金の一部を貸付

〔貸付条件〕

・償還期間 12年（うち据置2年）

・貸付利率 1.3％

・償還方法 元金均等年賦



(単位:千円)

新
事 業 名 予 算 額 説 明 所 管 課

規

感染症の医療体制整備 47,988 ○新型インフルエンザ対策費 健康福祉部

事業 [薬事衛生課]

〔事業内容〕

新型インフルエンザの発生時の対応に

必要な備品等の整備及び新型インフル

エンザ対策の普及啓発に係る経費

〔経費内訳〕

・積極的疫学調査（疑似症患者との接触

者の調査等）を行う保健所職員や発熱

外来における医療従事者用の個人防護

服・予防薬の購入 34,186千円

・発熱外来設置等に係る備品の購入

10,953千円

・普及啓発事業 2,849千円

地域医療を支える医師【制度創設】○不足診療科後期研修支援事業 健康福祉部

確保養成対策事業 [医療対策課]

〔目 的〕

精神科医確保のため、県内での後期研

修を誘導し、研修修了後の県内定着を図

る

〔事業内容〕

・毎年度２名を上限に、精神科医を目指

す後期研修医を県職員として採用

・県立こころの医療センターに配置して

研修（３年間）

・精神科医の偏在解消に向けて、修了後

２年間の県内勤務を義務づけ

・事業開始 Ｈ21.4



(単位:千円)

新
事 業 名 予 算 額 説 明 所 管 課

規

農林水産業・省エネル 19,000 ○農業用ハウス高機能化等支援 農林水産部

ギー対策事業 7,600千円 [農畜産振興課]

省エネ機器、省エネ型加温用暖房機な

ど約80台の導入を支援

○漁業用４サイクル船外機導入支援

9,400千円

約100台の２サイクル船外機から４サ

イクル船外機への更新を支援

○肥料コスト低減支援（追加支援策）

2,000千円

肥料の過剰施用を抑制し生産コストの

低減を図るため、土壌診断機器15台の導

入を支援

［事業主体］ＪＡ等

［補 助 率］１/３

漁業用燃油使用効率化 20,063 約2,500隻の船底・プロペラの清掃等に 農林水産部

推進事業 要する経費を支援 [ 水 産 課 ]

農業近代化資金 融資枠の ○農業近代化資金 農林水産部

沿岸漁業改善資金 拡大 １億円 → ３億円 [農業経営課]

・使途：施設・機械の取得資金、運転資金 [ 水 産 課 ]

・利率：１.８％（利子補給後）

［県利子補給：1.25%］

・償還期間：7～18年（据置2～7年）

○沿岸漁業改善資金(経営等改善資金)

７０百万円 → ９７百万円

・使 途：漁業用機器等の取得資金

・利 率：無利子

・償還期間：2～10年（据置3年）



(単位:千円)

新
事 業 名 予 算 額 説 明 所 管 課

規

新 「県民みんなで観光立 5,500 ○しまね観光立県条例で宣言された理念の 商工労働部

県」事業 実現に向け、県民が観光の意義や重要性 [観光振興課]

を理解し、来訪者に対するもてなし等の

気運を醸成するための取り組みを推進

［事業内容］

・「県民おもてなし」運動事業

県民総ぐるみによる観光推進の気運醸

成のためシンポジウムを開催

・観光アクションプラン(仮称)の作成

県、市町村、観光事業者、観光関係団

体、県民等が適切な役割分担のもとで協

働して取り組むためのアウトラインとし

て活用

・口コミ情報システム構築事業

「しまね観光ナビ」に双方向型コンテン

ツを創設

新 広域観光圏整備事業 2,000 ○「宍道湖・大山・中海観光圏協議会」（仮 商工労働部

称）が実施する観光圏整備事業に対する [観光振興課]

負担金

［事業内容］

・島根、鳥取両県、関係市町村、観光関係

団体等で協議会を設立

・圏域の情報発信や２次交通（周遊バス、

船等）の実証実験等を実施



(単位:千円)

新
事 業 名 予 算 額 説 明 所 管 課

規

新 高等学校校舎等整備事 103,176 ○特別支援学校高等部の生徒急増への対応 教育委員会

業（松江・出雲養護学 として、県立高等学校に分教室を設置 [教育施設課]

校高等部分教室整備事

業） ［設置場所］

・松江養護学校 安来高等学校内に設置

・出雲養護学校 邇摩高等学校内に設置

［設置時期］

Ｈ２１年４月

［定員等］

各校３学年×８名(単一障害生徒)

［整備内容］

・安来 作業棟の新設、教室改修等

・邇摩 教室改修等

［総事業費］（H20～21）

・安来 105百万円

・邇摩 73百万円

新 取調適正化対策事業 10,662 ○平成２０年１月の「警察捜査における取 警察本部

調べ適正化指針」（警察庁）に基づき、

警察署のすべての取調室に透視鏡等を平

成２０～２１年度で設置
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